
増田喜 （本社） 

取組内容詳細 及び 現地調査状況 

１．ごみの削減・再資源化の推進 

・雑がみの分別。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．事業所ごみの再使用、再資源化の推進 

・飲料容器（びん・缶・ペットボトル等）ごとの回収箱を設置し、個別に回収。 

 

６．オフィス内の分別回収の実施 

・使用済み製品や資源物（缶、瓶、ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ、プラ容器包装等）、充電式電池、インクカートリッジな

どを実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．オフィス外へのごみ削減等活動のＰＲの実施 

・消費者に対し、刊行物、自社ホームページなどで、ごみ削減等活動をＰＲ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

循環型環境保全とは 

資源のリサイクルを行い社会で循環させることで、 

限りある資源を有効活用し、環境保全を行っていくことで

す。 

増田喜では、その環境への取り組みとして古紙を通した 

リサイクル活動の一端を担っています。 

 

 



９．オフィス内のごみ発生量等の把握 

・年度ごとに発生するごみの量等の統計を作成している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10．環境への負担が少ないシステムの導入 

・LED 照明、高効率機器の導入 

 

 

 

 

 

 

 

11．環境に拝領した商品の購入又は製造・販売 

・環境に配慮した商品を優先的に入荷・販売 

 

  

 

 

 

 

 

 

12．社会貢献活動等の実施 

・啓発活動として、エコ紙マンを学校などに登場させ「出張エコ教室」の開催や職場体験として 

近隣の中学生や高校生を積極的に受け入れ、就活稼働などの参考として役立ててもらっている。 

 

 

 

 

 

 

  

・再生紙を利用した 

 ティッシュペーパーと 

トイレットロールを 

使用 

・小規模オフィスから 

出る紙ごみを入れる袋 

として販売 

←商品名：エコとく袋 



13．その他の３Ｒ推進に関する取組 

・小規模オフィスの紙ごみ回収を「エコ紙くらぶ」と銘打って会員システムを設立し、 

地域の３Ｒ喚起に努めている。（ホームページより抜粋） 

 

 

 

 


